
 

 

 

  

   

 

１年の折り返し、後半スタート 
                       校長  吉田  朋矢  

 

今年の９月は、昨年度までの暑さに比べて台風や秋雨前線の影響で雨や曇りの日が続き、

体調を崩す子も多くいました。今日から１０月となりますが、４月スタートの学校では、１

０月は１年の折り返しです。令和８年度後半も、教職員一丸となって学校の教育活動に取り

組んでいきますので、家庭・地域の皆様も引き続き御協力よろしくお願いいたします。 

 

～豊かな体験を「学び」に～ 
 ９月は学校全体としての大きな行事もなく、穏やかな２学期の 

スタートとなりました。そのような中、４年生は社会科見学（利 

根大堰：右写真、防災学習センター、吉見浄水場）、福祉体験（車 

いす・点字等）を行いました。学校だより７月号でも触れました 

が、実際に自分で実感できる豊かな直接体験はとても大切です。 

しかしながら、「すごい」「大変だ」などとと思うだけでなく、体 

験を通じた学びが重要です。「水を大切にしよう」「いつ起きるか分からない災害に備えよう」

「車いすや白杖を使用している人がいたら、何か困っていないか声をかけよう」という成長

まで期待したいです。学校では、１０月以降も体験活動を充実させていきます。 

 

～家庭・地域の協力に感謝！～ 
 大石北小学校に来て感じることは、家庭・地域の皆様がとても協力的だということです。 

この９月だけでも、家庭ということではＰＴＡによる会計監査、水泳学習や家庭科（ミシ

ン）のボランティア、地域では親父の会によるビオトープ保全活動（９月は雨天のため中

止）、北小まつり実行委員会、登下校の見守りボランティア等、児童・教職員以外の方が毎

日のように、大石北小学校に関わってくださり「開かれた学校」をつくっています。子供

たちにも当然のことと思わず、感謝の気持ちを持つよう話しています。 

 

～９月の全校集会「初めてのことにチャレンジ」の話より～ 
皆さんは、学校でたくさんの初めてのことをしています。例えば、勉強・パソコン・な

わとび・発表・給食です。皆さんは、初めてのことをする時、どんな気持ちになりますか？  

夏の甲子園で「初めての女性審判員」を務めた森田さんは「緊張し 

ますが、やりがいを感じます。試合が終わった時などに、選手の清々 

しい表情が見られた時は嬉しい」と話しています。校長先生は、皆さ 

んに「初めて」のことにも「挑戦・チャレンジ」してほしいと思って 

います。最初からうまくいかず、緊張して失敗することもあるかもし 

れませんが何よりもチャレンジすることが大切です。 

学 校 通 信   １０月号 

令和８年１０月１日 発行 

発行責任者  校長 吉田 朋矢 

大石北小だより 

学校教育目標 ともに学び 明日をつくる 

 

大石北小学校ホームページは → 

こちらから 

 

 



日
曜
日

日
課

行事等 日
曜
日

日
課

行事等

1 木 A 1 日

2 金 A
4-1，4-2プール　前期通知表配布日
4・5・6年埼玉県学力・学習状況調査結果配付 2 月 振替休業日（11/7分）

3 土 ビオトープ保全活動 3 火 文化の日

4 日 4 水 C クラブ(3年見学②)　にこにこ相談日

5 月 B フッ化物洗口 5 木 A

6 火 A 4-3プール 6 金 A くすのきｺﾝｻｰﾄ(校内)

7 水 C 陸上大会激励会　委員会　にこにこ相談日 7 土 B3 月曜時間割　くすのきｺﾝｻｰﾄ(公開)　北小まつり

8 木 B5 8 日

9 金 A 3-1，3-2プール 9 月 B フッ化物洗口

10 土 10 火 A 3-1，3-2プール　3年歯科保健指導　口座振替日

11 日 11 水 C くすどりｸｲｽﾞﾗﾘｰ　クラブ・委員会なし　にこにこ相談日

12 月 スポーツの日 12 木 A 6年薬物乱用防止教室

13 火 A 3-3，3-4プール　1年生活科見学　口座振替日　SC来校 13 金 A 3-3，3-4プール

14 水 C 5年社会科見学　音楽集会　クラブ　にこにこ相談日 14 土 県民の日

15 木 A 月曜時間割　6年陸上競技大会 15 日 開校記念日（４８周年）

16 金 A 3-1，3-2プール 16 月 B フッ化物洗口

17 土 17 火 A 1-1，1-2プール　5年上尾市小中学校音楽会　SC来校

18 日 18 水 C フレンドリータイム　クラブ　にこにこ相談日

19 月 B フッ化物洗口 19 木 A さわやか相談員来校

20 火 A 3-3，3-4プール　口座再振替日 20 金 B3
11:35下校　　給食なし　就学時健康診断
1-3，1-4プール　口座再振替日

21 水 C
フレンドリータイム　クラブ（3年見学①）
にこにこ相談日　さわやか相談員来校 21 土

22 木 A ひまわりなかよし交流会 22 日 上尾シティマラソン

23 金 A 3-1，3-2プール　陸上競技大会予備日 23 月 勤労感謝の日

24 土 24 火 A 1-1，1-2プール

25 日 25 水 C 全校集会　委員会　にこにこ相談日

26 月 B5 フッ化物洗口 26 木 B5

27 火 A 3-3，3-4プール 27 金 A

28 水 A 3年社会科見学　委員会　にこにこ相談日 28 土

29 木 C 全校集会 29 日

30 金 B4
13:20下校 　北小安全の日家庭読書の日
2年町たんけん 30 月 C4

13:40下校 北小安全の日家庭読書の日 ﾌｯ化物洗口
くすどりｸﾘｰﾝDAY  学校公開(3・4校時)4・6年命の授業

31 土

大石北小学校交通事故ゼロを目指して

「自分の命は自分で守る」自転車乗車時には、ヘルメットの着用を！

　９月は雨の日が続き、特に週末に体調不良の児童も多くなる日がありました。週末も「早寝・早起
き・朝ごはん」で月曜日に元気な姿で登校してくれることを楽しみにしています。気温は落ち着いて
きましたが、引き続き「適度な水分補給」を心がけましょう。

10月 October の行事予定 11月 November の行事予定

※行事等は現段階での予定ですので、変更する場合があります

親子で！

定時退勤Week
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「褒められてのびる男 褒められて続く地域活動」 

学校運営協議会委員 竹村 健一 

  

『私なんて、この地域に引っ越して来たい気分ですよ。』 

 これは私が PTA 活動や地域活動に 25 年以上勤しんできた中で最も嬉しかった御言

葉のうちの一つ、大石北小前校長 瀧沢葉子先生から頂戴したものです。この地域をお

褒めくださったこともさることながら、それが地域の学校の校長先生から発せられた

ものだということに、喜びも一入でした。 

 親兄弟や家族以外で『この人に褒められたい。』ってこと、ありませんか？ 

 私にも地域活動、学校活動をするにあたって『この人に褒められたくて頑張ってい

る。』という方が二人います。 

 一人は私が大石北小で PTA副会長を務めた時の一代先輩の統括 T・Y さん（時代な

ので実名は伏せます）。私は当時、ちょうど副会長から会長になる年に人工透析治療に

入ることになってしまいまして（現在も継続中）。それを理由に降板することはしたく

なかったのですが、なにせ初めてのことで自分でもどうなることやら状態。そこで、

「副会長」という「修行の身の一年間」に、ずっと頼りにしていた T さんに報告・相

談したんです。詳しい言葉は失念いたしましたが、とても上手に励まされ『それなら

できるな！よし頑張ろう！』と思わせてくれたことは覚えています。でも決して大げ

さな言葉ではなく、無理を押し付けるでもなく、すごく当たり前の事をすごく自然に

話してくれて、混乱していた気持ちがスッキリし『この人に褒めてもらえるように頑

張ろう。』と思ったものです。今でも会議で御一緒させていただく時は尊敬の念を込め

ています。 

 もう一人は私が大石北小「親父の会」に入会した当初、代表か事務局長をなさって

いたM・Tさん（時代なので）です。M さんはその時お子様はもう御卒業されていた

にも関わらず、親父の会が軌道に乗るまで、と当時の親父の会を正に引っ張ってくれ

ていた存在でした。『すごい人だなぁ』と思った通りに、確か、お子様の大学まで PTA

会長を務められ、今も地域のための役職についてらっしゃいます。私の地域人として

の目標です。 

 中年竹村が大石中 PTA 会長を拝命し、卒業式で祝辞を読んだその日、T さんも M

さんも丁度聞いてくださっていて、お二人に『竹村さんらしくて良い挨拶でした』と

同時に褒められました。感無量でした。褒められる内容は何でも良かったのです、「活

動内容」でも「挨拶」でも「何かの言動一つ」でも。今までの活動が一気に報われた

気分でした。 

 やっぱり褒められてその気になっちゃいましたね。調子に乗って今なお色々活動を

続けています。冒頭の瀧沢前校長先生の御言葉でもだいぶ調子に乗ったので、今後も

きっと地域活動を長く続けていくことでしょう。学校活動・地域活動ってそんな感じ

のモチベーションが良いのだろうなあ、と思う今日この頃です。 

 皆さんにも『褒めてもらいたい人』いらっしゃいますか？それはどなたですか？ 
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